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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期

第１四半期
連結累計期間

第43期
第１四半期
連結累計期間

第42期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （百万円） 77,104 78,239 304,341

経常利益 （百万円） 4,326 4,387 16,415

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 3,032 3,015 11,306

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,961 3,362 11,921

純資産額 （百万円） 158,023 168,160 165,890

総資産額 （百万円） 935,114 989,873 968,950

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 97.14 96.58 362.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 16.8 16.9 17.0

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を

行っております。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

（第１四半期連結累計期間の連結経営成績）
 

 前第１四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日

至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自 平成30年４月１日

至 平成30年６月30日）

増　減

 金額 伸率(％)

売上高（百万円） 77,104 78,239 1,135 1.5

営業利益（百万円） 4,319 4,336 17 0.4

経常利益（百万円） 4,326 4,387 60 1.4

親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
3,032 3,015 △17 △0.6

１株当たり四半期純利益 97円14銭 96円58銭 △０円56銭 －

（契約実行高）

リース・割賦事業（百万円） 82,948 77,629 △5,319 △6.4

金融サービス事業（百万円） 4,255 13,102 8,847 207.9

契約実行高合計（百万円） 87,203 90,731 3,528 4.0

 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の拡大が継続し、人手不足を補う省力化投資など

設備投資も堅調に推移しております。一方で、原油高や米国発の貿易摩擦の強まりによる輸出環境への懸念などか

ら景気の先行きに対しては慎重な見方が生じております。

リース業界においては、平成30年６月累計のリース取扱高は、前年同期比2.4％増加の１兆1,486億円となりま

した。（公益社団法人リース事業協会統計）

このような状況の中、当社グループにおいては、前期よりスタートさせた３ヵ年中期経営計画（中計）の２年

目として、中計で定めた事業成長戦略及び組織能力強化戦略のもと、注力分野に対する営業強化に加えて新規事業

領域の開拓を図りつつ、営業資産利回りの改善を図ってまいりました。

当第１四半期連結累計期間における契約実行高合計は前年同期比4.0％増加の907億31百万円、営業資産残高は

前期末から152億71百万円増加し、8,469億16百万円となりました。

その結果、売上高は前年同期比1.5％増加の782億39百万円となりました。売上総利益は2.1％増加の80億82百万

円となりましたが、中計で定めた組織能力強化戦略に向けたシステム費用を含む戦略経費や人件費などが増加した

ことから、営業利益は前年同期比0.4％増加の43億36百万円にとどまり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

前年同期比0.6％減少の30億15百万円となりました。
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セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

売上高（百万円） セグメント利益（百万円） 営業資産（百万円）

前四半期

累計

当四半期

累計
増減

前四半期

累計

当四半期

累計
増減 前期末

当四半期

末
増減

リース・割賦 74,520 75,536 1,015 3,701 3,650 △50 685,771 692,426 6,655

金融サービス 1,757 1,968 210 832 913 80 139,562 147,674 8,112

報告セグメント計 76,277 77,504 1,226 4,533 4,563 30 825,333 840,100 14,767

その他 826 734 △91 62 58 △3 6,312 6,816 504

合　計 77,104 78,239 1,135 4,595 4,622 26 831,645 846,916 15,271

 

①リース・割賦

リース・割賦事業においては、事務用機器・情報関連機器、商業及びサービス業用機器、車両及び輸送用機器な

どは取扱いが伸長しましたが、前年にあった環境関連機器の大口案件の反動から実行高は776億29百万円と前年同

期比6.4％減少しました。大口案件の反動による実行高の減少は当初より見込んでいたものであり、実行高は想定

どおりの進捗となっております。

その結果、営業資産残高は前期末から66億55百万円増加し、6,924億26百万円となりました。売上高は前年同期

比1.4％増加し755億36百万円となりましたが、人件費など経費の増加によりセグメント利益は前年同期比1.4％減

少し36億50百万円となりました。

 

②金融サービス

金融サービス事業は、法人向けを中心に融資が好調に推移し、実行高は前年同期比207.9％増加の131億２百万円

となりました。営業資産残高は、前期末から81億12百万円増加し1,476億74百万円となりました。受取手数料につ

いては、集金代行サービスや介護報酬ファクタリングサービスが順調に推移しました。その結果、売上高は前年同

期比12.0％増加し19億68百万円となり、セグメント利益は前年同期比9.7％増加の９億13百万円となりました。

 

③その他

その他の事業は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の受託技術サー

ビス、及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメント・システムの運営等が含

まれています。売上高は前年同期比11.1％減少の７億34百万円、セグメント利益は前年同期比6.2％減少の58百万

円となりました。

また、その他の事業の営業資産残高は、前期末に比べ５億４百万円増加し68億16百万円となりました。

 

財政状態に関する状況については、次のとおりであります。

①資産の部

当連結会計年度末の総資産は、契約実行高の増加により営業資産残高が152億71百万円増加したことなどで、前

連結会計年度末に比べ209億23百万円増加し9,898億73百万円となりました。

 

②負債の部

有利子負債は、コマーシャル・ペーパーが100億円増加し、１年内返済予定を含めた長期借入金が100億円増加し

ました。これらを主な要因として、負債合計では前連結会計年度末に比べ186億52百万円増加となりました。

 

③純資産の部

純資産は、前連結会計年度末に比べ22億70百万円増加しました。親会社株主に帰属する当期純利益30億15百万円

による増加と剰余金の配当10億92百万円による減少が主な要因であります。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,243,223 31,243,223
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株でありま

す。

計 31,243,223 31,243,223 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 31,243 － 7,896 － 10,159

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 26,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 31,193,300 311,933 －

単元未満株式 普通株式 23,223 － －

発行済株式総数 31,243,223 － －

総株主の議決権 － 311,933 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

リコーリース株式会社
東京都江東区東雲

一丁目７番12号
26,700 － 26,700 0.09

計 － 26,700 － 26,700 0.09

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,833 2,066

受取手形及び売掛金 ※１ 14 ※１ 10

割賦債権 123,972 127,904

未収賃貸債権 37,928 37,716

リース債権及びリース投資資産 551,398 553,508

営業貸付金 143,787 151,828

その他の営業貸付債権 45,726 49,925

その他の営業資産 ※２ 5,058 ※２ 5,053

賃貸料等未収入金 6,794 6,982

その他の流動資産 23,860 24,861

貸倒引当金 △7,805 △7,522

流動資産合計 933,568 952,336

固定資産   

有形固定資産   

賃貸資産 24,101 25,557

社用資産 499 473

有形固定資産合計 24,601 26,030

無形固定資産   

賃貸資産 1,045 1,145

その他の無形固定資産 1,245 1,168

無形固定資産合計 2,290 2,313

投資その他の資産   

投資有価証券 5,293 5,833

破産更生債権等 945 1,052

その他 2,871 3,046

貸倒引当金 △619 △739

投資その他の資産合計 8,490 9,192

固定資産合計 35,381 37,536

資産合計 968,950 989,873
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 20,298 ※１ 12,995

短期借入金 111,045 114,534

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 75,725 95,744

コマーシャル・ペーパー － 10,000

未払法人税等 2,854 1,479

割賦未実現利益 12,659 13,028

賞与引当金 832 423

役員賞与引当金 48 －

その他の流動負債 51,319 54,543

流動負債合計 294,783 322,750

固定負債   

社債 125,000 125,000

長期借入金 374,911 364,891

退職給付に係る負債 1,060 1,068

その他の固定負債 7,304 8,002

固定負債合計 508,276 498,962

負債合計 803,059 821,712

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,896 7,896

資本剰余金 10,160 10,160

利益剰余金 146,055 147,978

自己株式 △48 △48

株主資本合計 164,064 165,987

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,349 1,656

退職給付に係る調整累計額 △314 △307

その他の包括利益累計額合計 1,034 1,348

非支配株主持分 791 825

純資産合計 165,890 168,160

負債純資産合計 968,950 989,873
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 77,104 78,239

売上原価 69,192 70,157

売上総利益 7,912 8,082

販売費及び一般管理費 3,593 3,745

営業利益 4,319 4,336

営業外収益   

受取配当金 1 19

投資有価証券売却益 － 30

その他の営業外収益 8 4

営業外収益合計 10 54

営業外費用   

支払利息 2 2

その他の営業外費用 0 1

営業外費用合計 3 3

経常利益 4,326 4,387

税金等調整前四半期純利益 4,326 4,387

法人税、住民税及び事業税 1,453 1,464

法人税等調整額 △187 △126

法人税等合計 1,266 1,337

四半期純利益 3,060 3,049

非支配株主に帰属する四半期純利益 28 34

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,032 3,015
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 3,060 3,049

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △110 306

退職給付に係る調整額 11 6

その他の包括利益合計 △99 313

四半期包括利益 2,961 3,362

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,932 3,328

非支配株主に係る四半期包括利益 29 34
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間において、清算結了したリクレス債権回収株式会社を連結の範囲から除外しており

ます。

また、当第１四半期連結会計期間において、新規設立したＲＬ御殿場エナジー合同会社を連結の範囲に含めて

おります。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について、受取手形は手形交換日をもって決済処理をしてお

り、支払手形は満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の

金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 ３百万円 １百万円

支払手形 199百万円 202百万円

 

※２　リース債権流動化に伴う劣後信託受益権であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 2,360百万円 2,662百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月14日

定時株主総会
普通株式 936 30.0 平成29年３月31日 平成29年６月15日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月15日

定時株主総会
普通株式 1,092 35.0 平成30年３月31日 平成30年６月18日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 リース・割賦 金融サービス 計

売上高      

外部顧客への売上高 74,520 1,757 76,277 826 77,104

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 74,520 1,757 76,277 826 77,104

セグメント利益 3,701 832 4,533 62 4,595

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の

受託技術サービス、及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメン

ト・システムの運営等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 4,533

「その他」の区分の利益 62

全社費用（注） △276

四半期連結損益計算書の営業利益 4,319

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日 至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 リース・割賦 金融サービス 計

売上高      

外部顧客への売上高 75,536 1,968 77,504 734 78,239

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 75,536 1,968 77,504 734 78,239

セグメント利益 3,650 913 4,563 58 4,622

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の

受託技術サービス、及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメン

ト・システムの運営等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 4,563

「その他」の区分の利益 58

全社費用（注） △285

四半期連結損益計算書の営業利益 4,336

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

前連結会計年度の末日と比較して、著しい変動はありません。

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日と比較して、著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 97円14銭 96円58銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 3,032 3,015

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
3,032 3,015

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,216 31,216

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月14日

リコーリース株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  林　 秀行　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高津　知之　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリコーリース株
式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から
平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リコーリース株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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